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研究成果の概要： 
SNS やブログのようなコミュニティ型コンテンツを対象とし，ユーザの気づいていない情報で
ある「コンテンツホール」を検索するシステムの提案を行った． 
コンテンツホール検索の基盤技術として，コミュニティ型コンテンツの対話解析に取り組み，
内容的関連性，機能的関連性の抽出を行いスレッドにおける話題の抽出の成果を上げた． 
7 つのコンテンツホールを定義し，そのうちの 2 つのコンテンツホール検索（話題の内部のコ
ンテンツホール，その他の話題のコンテンツホール）に取り組み，コンテンツホールとなって
いる話題の抽出の成果を上げた．その 2つのコンテンツホール検索の研究は以下の通りである．
話題の内部のコンテンツホール検索においては，本年度コミュニティ内の対話解析を行い，コ
ミュニティ内では無視されているけれども実は重要な話題である，Neglected Content の検索
に取り組んだ．その他の話題では，Wikipedia と比較することにより，現在ユーザが閲覧して
いるコミュニティ型コンテンツに記載されていない情報を提示するシステムの研究に取り組ん
だ．これらは，すべてプロトタイプシステムを作成し，それらを用いた実験を行い，その有用
性を示した．今年度の研究成果は，論文誌 2本，国際会議 2本，紀要 1本，研究会 6本，受賞
1本である． 
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１．研究開始当初の背景 
Web2.0を代表する技術のひとつであるSNSや
ブログのようなコミュニティ型コンテンツ
の場合，コミュニティ内での議論に集中する

あまり視野が狭くなり，議論のテーマに対す
る全体像が見えなくなってしまう危険性が
ある．そこで本研究では，コミュニティ内で
議論されているテーマにおいて議論されて
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いない情報を検索し提示する事が必要であ
ると考える．Google に代表されるように，現
在の Web検索はユーザの入力したキーワード
に関連する情報検索が主流である．また，情
報検索の研究分野でもキーワード検索に基
づく研究が多い．近年の情報検索の研究では
自然言語入力による検索手法やサンプル・コ
ンテンツから QueryFreeによる検索手法等の
提案も行われているが，これらはすべてユー
ザがほしい情報を検索するのが目的である．
このように現在の情報検索の技術ではユー
ザが「ここにはない情報が欲しい」といった
ような検索が行えないのが現状である．そこ
で，我々はこの「ここにはない情報」をコン
テンツホールと呼び，コミュニティ型コンテ
ンツにおけるコンテンツホール検索を行う． 
 
２．研究の目的 
本研究では，コミュニティ型コンテンツにお
いてそのコミュニティ内で議論されていな
い重要な情報であるコンテンツホールを検
索し提示することを行う．従来の情報検索は
ユーザが求めている情報を探す類似検索が
主流であるが，本研究ではコミュニティ型コ
ンテンツにおいてコミュニティ内で気づい
ていない情報つまりは「ないものを探す」相
違検索を目的とする． 
 
３．研究の方法 
データベース，自然言語，人工知能の 3 領域
の若手研究者が連携することにより，様々な
知見からコンテンツホール検索の研究開発
に取り組む．具体的には以下の３つの研究を
行う． 
・コミュニティ型コンテンツの対話解析 
・コンテンツホールの定義 
・コンテンツホール検索システムの提案 
 
４．研究成果 
4.1 コミュニティ型コンテンツの対話解析 

コミュニティ型コンテンツの対話解析の
研究として，SNS の対話解析に取り組み，内
容的関連性，機能的関連性の抽出を行いスレ
ッドにおける話題の抽出の成果を上げた．本
研究はコミュニティ型コンテンツのコンテ
ンツホール検索を行うにおいての基盤技術
となる．具体的には内容的関連性，機能的関
連性の抽出方法を考案し，コミュニティ型コ
ンテンツの対話解析を試みた．その結果，内
容的関連性及び機能的関連性を組み合わせ
ることにより，コミュニティ型コンテンツか
ら話題の遷移を抽出することができ，対話解
析ができることが判明した．以下に提案手法
の概要を示す． 
4.1.1 内容的関連性 
２つのコメントが内容的に関連している場
合を内容的関連性と呼び，2 つのコメント

（文）の類似度をもとめ，類似している文同
士は内容的関連性が高いとする． 
これまで文同士の類似度または関連性を得
る手法は数多く提案されているが，我々は，
web 上での単語の共起頻度にもとづいた単語
類似度(WEBPMI)を利用し，文同士の類似度
(RELc(P,Q))を求めた． 

 
ここで，p は P に含まれる語の集合，q は Q
に含まれる語の集合であるり，WEBPMI は次の
式によって定義される： 
 
 
 
 

 
ここで，H(p)はクエリ「p」によって検索エ
ンジンが返す文書数であり，H(q)はクエリ
「q」によって検索エンジンが返す文書数， 
H(p ∪ q) は「p+q」によって検索エンジン
が返す文書数，N は検索エンジンが持つ文書
数である．小さな値によるノイズを避けるた
め，閾値 cよりも小さいものはフィルターし
た． 
4.1.2 機能的関連性 
2 つのコメントが応答関係になっている場合
を機能的関連性と呼ぶ．機能的関連性を求め
るために，Corresponding-PMI (CPMI)を定義
する．これは WEBPMI と似ているが，以下の
２つの点が異なる： 

(1) WEBPMIは webでの共起頻度を用いるが，
CPMI は対応するコメント間での共起頻度
を用いる． 
(2) WEBPMI は一語しか扱わないが，CPMI
は n-gram を扱う(n =1..3)． 

CPMI を計算するために，まず，コメントペア
である Pと Qを用いて以下の 3つのデータベ
ースを構築した． 

 DB-A: P が生じる N グラムのデータベー
ス．  

 DB-B: Q が生じる N グラムのデータベー
ス． 

 DB-C: n グラムのペアの許容値のデータ
ベース 

機能的関連性simd(P,Q)は以下の通りである． 
 

 
\begin{equation} 
ここで，N_P は，Pに含まれる n-gram の集合，
N_Q は Q に含まれる n-gram の集合である． 
 
4.2 コンテンツホールの定義 
コンテンツホールはユーザの気づいていな
い情報であり，ユーザの発言の周辺の情報や



 

 

反対の情報等様々な情報の種類が考えられ
る．そこで，コンテンツホールの定義として、
本年度は 7つのコンテンツホールを定義した． 
図１に提案したコンテンツホールの種類の
イメージ図を示す．ここで，コミュニティ型
コンテンツはコミュニティが対象としてい
るテーマ Tとコミュニティ参加者であるユー
ザの発言 Ci（i=1，．．．，j)の集合からなる話
題 Subn（n=1，．．．，m)で構成されているとす
る． 
4.2.1 コミュニティの話題と類似するコンテ
ンツホール 

  話題の内部 
コミュニティ型コンテンツ内の一つの話題
に対して，抜け落ちている情報を話題の内部
のコンテンツホールと呼ぶ．つまりは，Subn

と Sub0は同一であるが，Ciと異なるコンテン
ツを示す． 

 周辺の話題 
コミュニティ型コンテンツ内の一つの話題
に対して，少し広い意味を持つ話題を周辺の
話題のコンテンツホールと呼ぶ．つまりは
SubnはSub0と包含関係にあるコンテンツを示
す． 

 詳細な話題 
コミュニティ型コンテンツ内の一つの話題
に対して，発言内容より詳しい情報を詳細な
話題のコンテンツホールと呼ぶ．つまりは
Subnと Sub0は同一であり，Ciはより詳細なコ
ンテンツを示す． 

 近い話題 
コミュニティ型コンテンツ内の一つの話題
と類似するが少し異なる話題を近い話題の
コンテンツホールと呼ぶ．つまりは Subnと類
似するが少し異なる話題を示す． 
 
4.2.2 コミュニティの話題と相違するコンテ
ンツホール 

 その他の話題 
コミュニティ型コンテンツ内の話題と異な
る話題すべてをその他の話題のコンテンツ
ホールと呼ぶ．つまりは，Tは同じであるが，
Subn以外のコンテンツすべてを示す．その他
の話題と近い話題のコンテンツホールは包
含関係になっている． 

 反対の印象 
コミュニティ型コンテンツ内の話題がもつ
印象と異なる印象を持つ話題，もしくは発言
と反対の印象を持つ発言を反対の印象のコ
ンテンツホールと呼ぶ．つまりは，Sub0の印
象と異なる印象を持つ話題を指す場合と，
SubnとSub0は同じだがCiと異なる印象を持つ
場合とがある． 

 全く異なる話題（想定外の話題） 
コミュニティ型コンテンツ内の話題と全く
異なる話題を想定外の話題のコンテンツホ
ールと呼ぶ．その他の話題のコンテンツホー

ルとは包含関係にあるが，その他の話題のコ
ンテンツホールがある程度類似している話
題も含まれるのに対し，想定外の話題はコン
テンツ間の相違度が大きい話題を対象とす
る．  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１．コンテンツホールの種類 

 
4.3 2 種類（話題の内部，その他の話題）の
コンテンツホール検索 
上記で提案した 7つのコンテンツホールの内，
話題の内部，周辺の話題，その他の話題の 2
つの課題に取組、それぞれコンテンツホール
検索手法を提案すると共に，プロトタイプシ
ステムを作成し，実験を行うことによりその
有用性を示した．以下に各々のコンテンツホ
ールの概要を示す。 
4.3.1 話題の内部のコンテンツホール検索 
今年度の研究結果である「コミュニティ型コ
ンテンツの対話解析」における内容的関連性
と機能的関連性を用いて，話題の内部のコン
テンツホール検索を行った． 
具体的には，無関係度と孤立度を求め，そこ
から重要だけど無視されている話題を抽出
することにより話題の内部のコンテンツホ
ール検索を行った． 
無関係度と孤立度は以下の通りである． 

 無関係度(NO) 
無関係度とは，一つのコメントとそのコメン
トの同一スレッド内の他のコメントとの相
違度を示す．無関係度はその一つのコメント
と他のコメントとの単語の重なり度合いで
求めた． 

 孤立度(IS) 
孤立度とはスレッド内のコメント同士との
関係を示す度合いである． 
我々は活性化モデルを用いてスレッド内の
対話を木構造に変換し，IS(njk)が葉節点の場
合及びは接点でない場合に分類して孤立土
(IS)を求めた． 
 
無関係度と孤立度から，無視度（NDn = α ISn 
+ βNOn）を求めた．そして重要だけど無視
されている度合い(INDn)は以下のように求
めた．  
INDn = NDn + γIWn 

ここで IWnはそのテーマにおけるコミュニテ
ィ型コンテンツの総数を正規化したもので
ある．この重要だけど無視されている度合い



 

 

(INDn)が高いものが話題の内部のコンテン
ツホールとした． 
話題の内部のコンテンツホールのプロトタ
イプシステムの図を図２に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．プロトタイプシステム１の画面図 
 
4.4 その他の話題のコンテンツホール検索 
コミュニティ型コンテンツに全くない話題
を提示する「その他の話題のコンテンツホー
ル検索」として，Wikipedia を用いたコンテ
ンツホール検索を提案した． 
ここでは，コンテンツホール検索のリアルタ
イム性を重視し，Web 空間の視点構造を抽出
するために Wikipediaの記事の目次構造を用
いた．Wikipedia は不特定多数の人々により
記述されているコンテンツであり，ある意味
様々な視点でかかれたコンテンツであると
考えられる．Wikipedia の記事の目次はユー
ザが特に指定しない限り，見出しが 4つ以上
あるページには，基本的にセクション見出し
から自動生成される．従って，その記事の属
性情報を顕著に表したものであると考え総
合的視点抽出に Wikipedia を用いた． 
実際には，コミュニティ型コンテンツの一つ
の話題を構成するコンテンツ群と Wikipedia
の一つの記事を構成する目次を構成する最
小の項目毎を比較することを行った． 
ここでは，各々の文書において形態素解析を
行い，そこに含まれる名詞において TF/IDF
法により単語の重みを求め，それを用いてコ
サイン相関値により文書間の類似度を求め
る．ここでいう文書間とは，Wikipedia の目
次の最小単位が指し示すコンテンツとコミ
ュニティ型コンテンツ全体との文書間であ
る． 
類似度がある閾値より小さいものをコンテ
ンツホールの候補とした． 
図３にプロトタイプシステムの検索画面を
示す． 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．プロトタイプシステム２の画面図 
 
プロトタイプシステムのフローを以下に示
す． 
① ユーザは比較したいコミュニティのテ

ーマをキーワードとして入力する． 
② ユーザの入力したキーワードからその

キーワードのコミュニティのサイトの
リストと Wikipedia のページを検索し，
コミュニティサイトを右画面に，
Wikipedia を左画面に表示する． 

③ ユーザは②で表示されたコミュニティ
サイトのリストからコンテンツホール
を見つけたいサイトを選択する． 

④ システムはユーザが指定したコミュニ
ティのサイトの1テーマのコンテンツと
③で検索したWikipediaを Wikipediaの
目次毎に比較し，類似していない目次の
コンテンツをコンテンツホールとする． 

⑤ Wikipedia の目次の階層構造を利用して，
コンテンツホールを赤字で表示する．
（図３参照） 

 
今後の展望は下記のとおりである。 
① 7 種類のコンテンツホール検索の提案を

行いそのうち 2種類（話題の内部，その
他の話題）のコンテンツホール検索を提
案したが，残る 5種類のコンテンツホー
ル検索の提案を行う． 

② コミュニティ型コンテンツには新語だ
けでなく，コミュニティ独自の単語であ
るコミュニティ語が多数使われている．
このコミュニティ語の自動抽出を行う． 

③ コンテンツホール検索をコミュニティ
内だけでなく他のコンテンツにも適応
させる 
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